





Occurrence, photoperiodic reaction for bisexual form production and cross of
Aulacorthum nipponicum and A. esakii (Homoptera: Aphididae) specifically










Abstract ：Aulacorthum nipponicum and A. esakii parasitic specifically on Paederia 
scandens coexist in Japan. The differences between them in habitat and life cycle 
were determined from the occurrence and photoperiodic reaction for bisexual form 
production. The possibility of interspecific hybridization was also examined. In the 
surveys conducted in Kyoto, Kagoshima and Okinawa Prefectures in 1984 – 2003 
A. nipponicum was found at 40 occasions in different place and time, and A. esakii 
was found at 13 occasions. Aulacorthum nipponicum and A. esakii sometimes co-
occurred on the same plant, even on the same leaf. Aulacorthum nipponicum was not 
different much from A. esakii in preference for plant part or leaf phenological stage. 
On Okinawa Island A. nipponicum and A. esakii passed through an anholocycle on 
the evergreen P. scandens var. maritima. The clones of A. nipponicum examined 
from Kyoto had a holocyclic form and those of A. esakii had an intermediate life 
cycle form. Aulacorthum nipponicum certainly passed through a holocycle in Kyoto. 
Aulacorthum esakii could not overwinter anholocyclically on the deciduous P. scandens 
var. mairei in Kyoto. It might pass through a holocycle although its life cycle was not 
synchronized well with the phenology of the host plant. Aulacorthum nipponicum and 
A. esakii could not interbreed.
（2019 年 9 月 30 日受理）
はじめに
　2 種ヒゲナガアブラムシ Aulacorthum nipponicum 
（Essig and Kuwana）と Aulacorthum esakii （Takahashi）
は， ヘ ク ソ カ ズ ラ 属 植 物 Paederia spp. の 葉 と 木 質
化していない茎に特異的に寄生する（Blackman and 
Eastop, 2006）。高橋ら（2003）は，体色の特徴から A. 
nipponicum と A. esakii に，それぞれ，ヘクソカズラ
アカアブラムシ，ヘクソカズラクロアブラムシという和
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分布するヘクソカズラ Paederia scandens Merrill var. 
mairei Hara とその海岸型である別変種ハマサオトメ

































































（1） 実験室における試験：1989 年 5 月 28 日に京都市














1991 年 11 月 12 日に沖縄本島読谷村で採集したアカア
ブラムシの胎生雌 （Table 1）に起源するクローンにつ
いても，前述と同様の方法で両性型産出能力を調べた。
（2） 京都市の野外条件における試験：1990 年 5 月 20 
日に京都市修学院で採集したアカアブラムシとクロアブ
ラムシの，各 1 クローンを供試した（Table 1）。1990 
年 9 月 15 日に，前述の試験と同様の処置によって得た
両種の子虫（G0）各 6 匹を長日条件から野外条件へ移し，
京都府立大学学術報告「生命環境学」 第 71 号10
1_ 生命環境学（高田 肇）
アカアブラムシについては以降 3 世代 G1 – G3），クロ




























いて，4 月 21 日と 5 月 5 日に幹母（幼虫），5 月 6 日～
11 月 1 日に胎生雌，10 月 21 日～ 11 月 23 日に雄，10 
月 30 日～ 11 月 23 日に卵生雌が見られた（Table 1）。
1991 年 11 月 3 日京都市大文字山で採集した卵生雌が京
都市の野外条件で産下した卵から，幹母は翌年 3 月 27 
Fig．1． 
Number and morph of progeny produced by G1 apterous and G1 alate viviparae of the clone of Aulacorthum 
nipponicum examined from Kyoto and that of Aulacorthum esakii at successive intervals throughout their 
reproductive period at 18°C under a short-day condition（10L：14D）．
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Fig．2．
Number and morph of progeny produced by G1 – 3 apterous viviparae of the clone of A.nipponicum examined from 
Kyoto and G1 – 4 apterous viviparae of that of A. esakii at successive intervals throughout their reproductive 
period in the outdoor insectarium in Kyoto．G0 apterous viviparae of these species were transferred from18°C 
under a long-day condition （15L：9D） to outdoor on September 15, 1990．
日に孵化を，4 月 29 日に産子を開始した。鹿児島県奄
美大島では，ヘクソカズラにおいて 11 月 10 日に，沖縄
本島では，ハマサオトメカズラにおいて，1 月 9 日，3
月 16 日，4 月 3 日，11 月 12 日に胎生雌が見られたが，
卵生雌や雄は発見できなかった （Table 1）。
（3） クロアブラムシ：京都市では，ヘクソカズラに，5 
月 20 日～ 10 月 26 日に胎生雌が見られたが，幹母や卵
生雌，雄は発見できなかった（Table 1）。沖縄本島では，




時期を異にする 40 回の調査機会のうち，13 回でクロア
ブラムシも発見された（Table 1）。クロアブラムシのみ
が発見されたことは 1 回もなかった（Table 1）。1996 
年 10 月 26 日の京都市雲ケ畑，2003 年 6 月 6 日の鹿児






生雌 86％，雄 1％，胎生雌 13％であったのに対し，ク









ラムシでは，卵生雌は 10 月上旬，雄は 10 月中旬に初
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なった（Fig．2）。クロアブラムシでは，アカアブラム
シより遅く，雄は 10 月下旬，卵生雌は 11 月上旬に初















アブラムシが発見された 40 回の調査機会のうち 13 回
でクロアブラムシも発見され，クロアブラムシのみが発






し，Euceraphis betulae（Koch）と Monaphis antennata 
（Kaltenbach）は Betula pendula Roth 葉上で，摂食部
位を，それぞれ，裏面と表面に分かつことが知られて















生活環を経過することが知られている （Blackman and 
Eastop,2006）。クロアブラムシも沖縄本島で，ハマサ
オトメカズラにおいて 1 月 9 日，3 月 16 日に胎生雌の
みが見られた （Table 1）ことから，不完全生活環を経
過する可能性が高い。
京都市において，アカアブラムシは 4 月下旬から 5 月
初めに幹母，5 月～ 11 月初めに胎生雌，10 月下旬～ 11 
月下旬に卵生雌と雄が見られた（Table 1）。京都市産供
試クローンは，両性型産出の光周反応試験で，無翅胎生





状況調査結果とよく符合し，10 月 20 日頃からは卵生雌
と雄のみが産出された。これらの光周反応試験と野外調
査結果から，アカアブラムシは，南関東や東京近郊と同
様（浅間ら，2001; Blackman and Eastop, 2006），京
都市においても完全生活環を経過すると考えられる。






完全 , 不完全両方の生活環を経過できる中間生活環型 
（Blackman,1971; Takada, 1988）とみなすことができ
る。アカアブラムシと比べクロアブラムシでは，卵生雌


























が，モモアカアブラムシ Myzus persicae （Sulzer），ワ
タアブラムシ Aphis gossypii Glover，ジャガイモヒゲ
ナガアブラムシ Aulacorthum solani （Kaltenbach）な
どでは，両性型産出能力に幅広い変異のあることが知ら












立種である，とする見解（Takahashi, 1965; Miyazaki, 




Lee et al．（2011）は，これまで，Aulacorthum 属と
して取り扱われてきた種について，ミトコンドリアと核
の遺伝子配列を分析し，アカアブラムシとニワトコヒゲ
ナガアブラムシ A. magnoliae （Essig and Kuwana）は
Aulacorthum から別新属 Neoaulacorthum Lee and Lee, 
2011 へ移行すべきであると提唱した。一方，Nieto 
Nafría and Favret（2014) は Neoaulacorthum を
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